
 



「手と心と声と宇宙と―コスモスの復権―」開催にあたり 

伊藤俊治 美術史家・東京藝術大学美術学部先端芸術表現科教授 

 

1959年、C・P・スノーは『二つの文化と科学革命』で、文系と理系の文化の対立が文化のみならず

社会の進歩を阻害していると指摘しました。それから半世紀、文化の対立はより深刻になり、知は

繋がることのないままです。この対立の大きな要因は、文化の総体が"共有するコスモロジー"を

見失ってしまったからなのではないでしょうか。 

 

文化がコスモスを持っていない。そのため宇宙が人に働きかけ、人が宇宙に働きかける相互領域

が失われてしまっている。このコスモスを復権させることは私たちの時代に課せられた最重要問題

なのかもしれません。コスモスをどのように感知し、認識し、回復してゆくのか。この場では多くの

先駆的な試みをモデルにその具体的な方法を探ってゆきたいと思います。 

 

たとえば私たちの手に、心に、声に宇宙は宿っているでしょうか。手と心と声はバラバラに存在す

るものではありません。それらは共通するコスモスに浸透されています。このコスモスがなければ

私たちは生きる術を忘れ、母体を失い、さ迷い続けるだけになってしまうでしょう。手は宇宙と繋が

っています。心は宇宙と交感しています。声は宇宙に開かれています。そして手と心と声がつくり

だすアートは宇宙を呼び寄せる媒体なのです。 

 

分断され、孤立し、生や宇宙との関係を失っていった芸術概念の新たな統合を目指した運動体バ

ウハウス、その中心人物の一人オスカー・シュレンマーはバウハウス全体を宇宙とみなし、人間の

身体が物質的な空間ばかりではなく宇宙そのものと結びついていることをダンスで示そうとしまし

た。そして人間学という総合授業で、宇宙的存在としての人間の新たなヴィジョンを提示していま

す。 

 

またナチスの迫害とともにアメリカに亡命したバウハウスの人々は、ノースカロライナにブラックマ

ウンテンカレッジ、シカゴにニューバウハウスという"学びと創造の場"をつくり、ジョン・ケージやマ

ーサ・カニングハムらによる音楽、演劇、舞踏のトータルな芸術表現の実験、バックミンスター・フラ

ーやチャールズ・モリスらによる生物学、人類学、自然科学をテーマとした知的統合プロジェクトの

実践、社会環境や地球の危機と個人の問題に立ち向かう能力について様々な角度から提言を行

っています。 

 

字宙を内面化する都市デザインや生態建築を志向したパオロ・ソレリら 20世紀の重要人物に多

大な影響を与えたティヤール・ド・シャルダンは、字宙は生成過程にあるものとみなし、物質、生



命、人間、精神はこの生成プロセスのなかで緊密に結び付き、宇宙全体の進行と関係を持つ複合

運動を絶え間なく繰り広げていると言いました。 

 

精神は物質を必要とし、精神が現れるためには物質の精密な組み合わせが不可欠であり、精神

の進化にはさらに複雑な物質の組み合わせが前提となります。そして、この精神と物質を媒介す

る生命とは宇宙の絶え間ない運動の現れに他ならないのです。 

 

宇宙は微少世界の量子性、巨大世界の相対性とともに、深遠な複雑性の上にも生長していて、こ

の宇宙の複雑性が具体化されたものが生命なのです。それゆえ生命は宇宙生成と連続線上にあ

り、宇宙の根源的な流れである複合化の波に揺れているのです。複雑性を増し、ついには内面性

を生み出すに至るダイナミックな宇宙像、人間と宇宙と生命をトータルに捉えるアプローチがそこ

にはあります。21世紀に生きる私たちはこのような宇宙像を新たな形で組み直してゆく必要に迫

られているのではないでしょうか。 

 

自己と宇宙を共振させる新しい象徴作用が求められています。このパネルディスカッションでは人

間の身体と自然宇宙の関係を洗い直し、新たな手と心と声を取り戻す可能性を探ってゆきます。 

 

人間と宇宙の関係を捉えなおす 

 

伊藤 今日はコスモスの復権、「手・声・心・宇宙」と題して、楽しいセッションをくりひろげていきた

いと思います。さきほどのラマンさんのお話をうかがって、バウハウスの人たちが当初に目指した

のは自然宇宙に埋め込まれた、創造的で有機的な「学びの場」だったと改めて思いました。 

 

その根底には、新しい共同体による創造、宇宙を通した人間の学びの場の方法が強く秘められて

います。バウハウスが最初に設けられたヴァイマールは、森と緑に包まれた丘に近い場所です。

次に移ったデッサウも広大な平原地帯にあり、自然の複雑さや多層性が浮かび上がってくる場所

です。バウハウスはそのように自然に包まれた環境で、教師と生徒が集団で共同創造の場づくり

をこまかく創意工夫していきました。 

 

また、シュレンマーはバウハウス全体を宇宙とみなしていました。人間学の授業の話がでていまし

たが、そのカリキュラムのなかで「宇宙的存在としての人間の新たなビジョン」を提示しようとしてい

ました。感じたこと、考えたことを図解化し、視覚化するトレーニングを学生に繰り返しさせて、人間

をさまざまな角度から分析して、宇宙的存在としてとらえ、その創造することの基礎を教え込もうと

していたようです。 

 



このような、人間を宇宙的なパースペクティブに置くための授業をすることは、たいへんな勇気が

必要です。独自なコスモロジー、宇宙観を自分たちで作っていくことを試みた、スリリングな授業が

展開されていたと想像します。 

 

新見先生がさきほど仰っていましたが、シュレンマーはバウハウスでさまざまな祝祭空間を企画

し、演出したことでも知られています。空間全体を動的な構成にとらえて、音、イメージ、光、身振

り、コスチューム、色彩や言葉さえも「祝祭の場」につながるように構成していった。これらは宇宙と

人間を考える 20世紀の大胆な試みであって、21世紀に生きる私たちにもさまざまな啓示を与え

てくれると思います。 

 

今回、このシンポジウムのために宣言文のようなものを書かせていただきました。「私達の文化全

体が、共有するコスモスを失っているのではないか、宇宙が人に働きかけ、人が宇宙に働きかけ

る、非常に濃密な相互領域が失われてしまったのではないか」。今日はそういう視野を踏まえなが

ら、いろいろとお話をうかがっていきたいと思います。まず、人間と宇宙の関係をどう捉えなおした

らいいのか、佐治先生からお話しください。 

 

 

 



数学の言葉、詩人の言葉、芸術の言葉 

 

佐治 私は宇宙の研究をしている人間です。さきほどのシュレンマーさんの宇宙を捉えているよう

なお話をうかがって、お使いになっている"言葉"は違うが、理論天文学を研究する私と同じような

ことを考えているのだな、と思いました。ただし、私が使っている言葉は数学です。数学者はものご

とを美しく解くことを第一に考えていて、数式の目指すところは美しさの探求です。宇宙のことを書

くときにも、言葉で詩を書くように数式で書いている、といってもいいでしょう。 

 

そこで、ひとつ面白いお話をご紹介します。このあいだ、谷川俊太郎さんとお話をしたのですが、

詩人と物理学者の違いを感じていただけると思います。 

 

たとえば、ぼくが「地球と月は万有引力で引き合っている。万有引力は距離の二乗に反比例して、

それぞれの質量の積に比例する」と言います。すると、谷川さんは「万有引力とは、引き合う孤独

なチカラである」と言う。「孤独なチカラ」とは、ものすごく説得力のある言葉でしょ。 

 

また、ぼくが「我々の宇宙は膨張している。といっても、それは、星からやってくる光を調べることに

よって、観測された事実であって、日常的な実感はない」と言う。谷川さんは待っていたとばかり

に、「宇宙は膨らんでいる、それゆえ人々は不安である。それゆえ人々は、互いに引き合うのであ

る」。こう応える(笑)。 

 

これは詩人の感性のすばらしさですね。ぼくは純粋な数学者であり、理論天文学をやった人間で

すから、宇宙について書くときは数学で美しく書く。谷川さんが日常言語を使えば、言葉における

表現とはいかにすばらしいかが響いてきますね。シュレンマーさんの芸術もそういうものの延長線

上にあると思います。 

 

私はいま東京の大学である塾を開いています。そこに同じ東京の大学で、ゴリラから人間に分か

れたことを研究している先生が参加をしています。彼の話を聞くと、人間は大きい脳をもったから

考えるようになったといいます。考えるとは未来を想像できるということです。人間は心で感じて、

考えている。ということは、なぜ宇宙があるかというと、それはあなたが心で感じて、考えるから。ア

インシュタインは「月をみる人がいないときに、月が存在しているといえるか」という言葉を残してい

ます。 

 

そうやって考えると、主体はやはり心である。『パンセ』のなかでパスカルが「一滴の水蒸気で殺せ

るほど人間は弱いが、人間の存在は、物理的には小さいが、一瞬にして宇宙を人間が思うことが



できる」と言いました。物理的には人間の存在は小さいが、宇宙を包含している。シュレンマーは

そういうことを総合芸術として考えていったのではないか。 

 

 

 

人間の可能性、地球の未来をポジティブに見ていきたい 

 

伊藤 竹村さんは「触れる地球」を作るなど、さまざまな活動を通じてバックミンスター・フラーに通

じる地球、生態系に関する新しい提言を行っていらっしゃいます。人間が生態系をどう感知して、

認識して、また回復していくべきなのか。いろいろ先駆的な試みを具体化されているが、そういう試

みのモデルに関してのお考えを聞かせていただけますか。 

 

竹村 さきほど佐治先生がパスカルの話をされました。あれは確か「人間は考える葦である」とい

う有名なセリフに続く言葉で、じつはそのあとに続く言葉が大事だと思います。「人間に比べて宇宙

はかくも広大である。人間をひねりつぶすぐらい簡単である。それでも、人間は宇宙より偉大であ

る。なぜなら、人間は宇宙に比べて、自分の小ささを認識しているから」。これは自己認識のチカラ

の偉大さについて触れています。 

 



最近、このことを如実に感じるのは、地球で何が起こっているのかについて、私たちはどんな風に

感じているのかということです。いま地球温暖化、温室効果が注目されるようになっています。 

 

科学的にそれが重要な問題として取り上げられるようになったきっかけは、科学者のキーリングが

50年間近くに渡って、ハワイのマウナロア火山の山頂で、毎日、二酸化炭素濃度の測定を続けた

ことです。ぼくは、このエピソードが象徴したことをよくこんな喩え話にします。 

 

人間は巨象の上に乗った一匹の蚤のような存在ではないのか。蚤は象があまりに大きいので、象

を自分と同じ生き物と認識することも、全体像を認識することもできない。けれども、小さな蚤が象

の上で、体温を計測して、だんだん体温が上がっているのではないかと観測している。自分よりは

るかに大きな象の生命体の挙動、変化を受け止めて、強い危機を持ち始めている人類のあり方で

す。これを正面から受け止めていきたい。 

 

未来は厳しいかもしれないが、ネガティブなことばかり言ってないで、そういう大きな象を認識する

人間の可能性をポジティブにみていきたい。宇宙のなかの地球、地球のなかの人間、その人間の

なかの宇宙。私たち現代人の感覚として、もっと科学的に精緻な表現がこれから必要だと思って

います。いま、新たな世紀のバウハウスの総合人間学が語れる時代にきているのではないでしょ

うか。 



 

 

 

自由意志は宇宙とつながっている 

 

伊藤 茂木さんはずいぶん早くから、人間の心も自然法則の一部であるとして、新しい意識の科

学を目指されていらっしゃいますが、今までの話を踏まえて「人間と心と宇宙との関係」をお話し願

えますか。 

 

茂木 じつはいま脳科学において「自由」ということが、重要な研究テーマになっています。私はも

ともと物理学者で、佐治先生と同じように、数理的な立場から宇宙を理解しようと思ってきました。

じつは物理学の立場から言うと「因果的決定論」というのがあって、この宇宙の進行というのは、

初期状態が与えられ、自然法則が与えられればすべて決まる。 

 

我々が今日、こうしてシュレンマーについて喋っているというようなことも、あらかじめ宇宙の法則

に決められてあるという考え方です。こういう「因果的決定論」と私たちの「自由意志決定論」がどう

いう関係にあるかは重要な問題です。 

 



たとえば、ピカソの絵は、ピカソという画家が自由な創造を追及するために自由意志で描いたの

か。それともあれは宇宙の方程式があって、あらかじめ決まっていたのか。これは芸術の本質を

考える重大な問題です。哲学や科学の最先端では、通説は「両立説」です。我々が自由意志を持

っていることと、「因果的決定論」は両立する。つまり、世界は因果的に決定しているのにもかかわ

らず、我々は自由意志を持っているという見方です。 

 

この考えを「コンパティビリティ・セオリー(両立性理論)」というが、これが脳科学、認知科学、物理

学のさまざまな学問の成果として考えられています。たとえばいま「いつでもいいのでボタン押して

ください」と皆さんに頼んだとしますね。これは、脳神経科学者のベンジャミン・リベットという人がず

いぶん研究したのですけど、皆さんが意思的に押そうと思うより前に、脳は準備転移というのを出

していて、じつはボタンを押そうという行為は、無意識のなかに準備されている。 

 

我々が自由意志だと思っている多くは、身体とか環境とか相互作用のなかで準備されている。こ

れが今回のテーマである創造の問題と非常に深く関係しています。 

 

つまり、我々の自由意志とは、固定的には私一人の領域に属していると思っているが、本当は宇

宙とつながっている。さまざまな宇宙の影響をうけて、私の脳のなかで何かをするという行為が無

意識のうちに準備されていて、意識は最後にそれを認識するにすぎない。 

 

では、なぜ意識がそれを認識するのか。これについては、いろいろな議論があるが、ひとつの役割

は、我々の意識は文脈付けられないとほとんど成立しないんです。皆さんがこれから何かをしよう

と認識することの重要な意味は、自分の行為の結果をあらかじめ予想できる。そして、自分の意

志が決定されているとしても、それをある程度、意識のなかで最後に認識する。そういうメカニズム

が脳のなかにある。 

 

そのようにして、私たちは世界を認識している。さらに、行為の体験に動機がある。脳科学の最近

の知見のなかで、後悔について面白い研究がたくさんあります。脳のなかの目の後ろの位置の"

眼窩前頭皮質
が ん か ぜん と う ひ し つ

"という箇所で後悔が行われていて、後悔には二つの意味があります。 

 

A と B というふたつの選択肢がある場合、Aを選んでしまったけど、本当は Bを選べばよかった。

今度からはそういう選択肢があった場合、Bを選ぶようにしよう。そういう後悔がある。また Aを選

んだという世界観、価値観を反省する。そういう深いレベルの後悔がある。後悔は実際に起こった

ことと、起こったかもしれない半事実、ファクターとカウンターファクターの比較をしている。 

 



そのような複数の選択肢のあるなかで動機というものがあり、動機の結果選択するという記憶が

あると、動機に遡って修正することができる。自分の行為を単に無意識のなかからの「湧き上が

り」として認識するのではなくて、ちゃんと意識でブックキーピングしている。これがどうも脳の認知

プロセスで重要である。そういうことが脳科学で考えられています。 

 

自由意志とは、本当に自由な選択を意味するものではなくて、ある種の後追いのブックキーピング

である。これが脳科学の今の結論なわけですね。このことは創造性においてたいへん深い意味を

持っていると感じます。つまり、我々は創造に置いて自由であると同時に、たいへん不自由であ

る。「因果的決定論」はいろいろな制約条件とか過去の履歴、記憶とかあるわけで、その不自由さ

と自由さのスリリングな関係こそが創造である。 

 

これは別の言い方をすると、「コンティンジェンシー(偶有性)」(ある程度予測は出来るが、最終的に

何が起きるかは分からない)ですね。「私は他の誰でもありえた」という感覚をもつことが私たちの

可能性の範囲を広げる。 

 

皆さんは今日の夜、バーラジオとかに飲みに行かれる。そのときにいろいろな人に会ったら「もしこ

の人と入れ替わったら、どういう人生だったか」と、想像してみてください。自分は今ここにいて身

体的な決定をしているが、他の誰でもありえたということを真剣に受け止めて、今の人生に投影す

ることができるか。これは自由意志、偶有性の知覚機構にたいへん重要な影響を及ぼします。 

 

私は、芸術とは自己認識の喜びを与えるものだと思う。優れた作品を見ると、私たちははじめて自

分自身を理解する、この宇宙を理解する気になる。ルネッサンスという時代には、神が宇宙を作っ

て非常に完璧に見えるが、実は一部分不完全なところがあって、それを人間が芸術的な創造によ

って補うと考えられたそうです。 

 

つまり、この宇宙には素晴らしい因果的な法則があるが、しかし、私たちにとって、何か欠けてい

るものがある。それは自己認識のための「礎」が欠けているのではないか。 

 

それは典型的には「鏡」なんですね。17世紀の画家、ジョルジュ・ド・ラ・トゥールの「悔い改めるマ

グダラのマリア」という絵があるが、鏡を見ながら後海するさまが描かれています。鏡を手に入れ

て、自分自身の姿をはじめて認識した様子だと思います。 

 

神がこの宇宙をつくったかどうか知らないが、かなりよくできている宇宙ですね。で、その「鏡」のよ

うな役割をするようなモノを見つけることがもっとも深い認識の喜びを与えてくれるし、あるいは逆

に、人間は自分をよく理解してくれる人については、たいへんな尊敬と感謝をもつ。それはそうで



すよね。自分の恋人、家族、友達とか自分をよく理解をしてくれる存在はありがたい。それはひと

つの「鏡」だからだと思います。竹村先生の「触れる地球」は、我々21世紀に生きる地球人にとっ

てのひとつの「鏡」だと思います。この「鏡」という視点で捉えることがとても大事だと思う。 

 

 

 

たった一回きりのものの美しさ 

 

伊藤 今の茂木さんの「自由意志と決定」のお話について、佐治先生はどういう風にお聞きになり

ましたか。 

 

佐治 いまの三人の先生のお話を聞いて、それぞれたいへん個性的である(笑)。私は、ただ好き

で芸術や絵画を見ている人間です。自由意志というものは、準備されているものだろうことは確実

でしょう。たとえば、歌を歌おうとする。そういうときには準備がある。そして、歌いたいという意思で

す。声を出して、実際に歌を歌ったあとに「ああ、こうだった」というひとつのプロセスがある。そのき

っかけが我々にとっての自由意志に見える、というのがひとつ。 

 

それから、竹村先生の「地球は奇跡の星だ」ということ、私も同感です。そういう風に思う根底に

は、そう感じる私の心がある。それはなぜか、どういう形にできたのか、それは全部宇宙のカラクリ



が作ってしまったもの。さきほども言いましたが、そう考えると、「宇宙はなぜこのような姿をしてい

るのかといえば、そういうことを考えているその人本人が、そのような宇宙をつくりだした」という極

端な考え方もじつはできます。 

 

伊藤 さっき茂木さんが「鏡」を見つけ出すことが大事だ。自分たちの能力は「鏡」を見つけることに

よって活性化する、と仰いました。佐治さんは音楽の話をよくされますが、茂木さんのお話を受け

ながら、美というものをどう受け止められているかお聞かせください。 

 

佐治 わたくしにとって美しいなと感じるのは、単純明快な表現がされているもの。だけど、これは

たいへん主観的なもので、わたしが単純明快だと思ったことをほかのひとがそう思っているかどう

かはわからない。でも、同じものが再現されるのではなくて、その一回きりだというのは、すごく美し

い。雲がどうして美しいのか。雲がどういうカタチになるのか。雲のカタチはボイル＝シャルルの法

則、PV=RT という方程式一個で決まるが、二度と同じ形はできない。それが美しさをつくっている

と思っています。音楽の演奏もそのように二度と同じではないので、美しい。 

 

それともうひとつ、鏡の話で言うと。多少ひねくれた表現ですが、鏡に映る顔は右と左は反転して

いる。したがって、相手が見ている自分の顔ではない。だから、自分の顔を見ないで上手に化粧

ができる女性の能力は本当にすごいですね。ぼくは鏡をみないで自分で髪の毛を切ってしまった

から、こんな変なヘアスタイルになっちゃったんです(笑)。 



 

 

 

"アート・オブ・ライフ"としての茶の湯 

 

伊藤 佐治先生は、「科学は、目に見えないものを見えるようにして、聴こえないものを聴こえるよ

うにするひとつの方法」だと、ご本でお書きになっています。先ほど見たシュレンマーの図解化、視

覚化はじつはそこに美がないと伝わってこない。そういう不思議なメカニズムがあるように思いま

す。竹村さんは、経験の可視化の問題をいま重要視して仕事をなさっていますが、ビジュアライゼ

ーションと美の問題をどうお考えですか。 

 

竹村 岡倉天心は『茶の本』を 1907年、日露戦争が終わったときに、最初から英語で欧米人に伝

えたいことを書いた。岡倉天心はどう言ったか。日露戦争に勝ち、日本も浮かれていて、世界が日

本を一等国と認めつつあるかもしれない。しかし、どういう意味での一等国か。それは武力、武士

道、武士道精神に結び付けられていた。ある意味では、日本は死の技術、アート・オブ・デスで認

められていく。私はそんなことで一等国と認められるのなら、そんな称号は遠慮したい。むしろ、死

の技術を支えてきた生の技術、茶の湯のアート・オブ・ライフで認められるのでなければならない。 

 



それが凝縮されて、いちばんうまく表現されているのが茶の湯です。立ち居振る舞い、宇宙をのぞ

く窓をデザインしていく技術としての茶室のしつらい。そういう総合芸術性のなかに、アート・オブ・

ライフの凝縮があって、そういうものを通じて、日本が一等国として認められるのでなければ、意味

がないと掲げた。 

 

現代は「～しなければ、たいへんなことになるぞ」というような、ひとを恐怖心によって煽ったり、不

安によってコントロールするような風潮があります。これに対抗する大きな力は、こうした美や美意

識などの高い価値を担保してくれるクオリティのなかに存在するのではないかと思います。 

 

 

 

宇宙を身体で感じとる体験 

 

伊藤 少しお話を戻していくと、今回の大きなテーマは「人間のからだをもう一度宇宙化できるか」

「宇宙を身体知として、どううまく組み込んでいけるか」だと思います。この身体と宇宙の関係という

と、「スター・ナビゲーション」という古代の星の航海術をいつも思い起こします。 

 

これはポリネシア、ミクロネシアに伝わる、チャートやコンパスなどの計器を一切使わず、星や太

陽や月の動き、海流、雲の動き、水の色などのあらゆる自然現象を頼りに、カヌーを目的地まで導



いていく方法です。ウィル・クセルクが書いた『星の航海術を求めて』という本があります。ナイノ

ア・トンプソンというハワイの英雄が、博物館でのプラネタリウムの体験をひとつのきかっけにし

て、カロリン諸島の航海術の達人に海のことを学んで、独自の星の航海術を甦らせていくプロセス

が具体的に、細部にいたるまで明確に記録されています。 

 

この本を読んで、航海する人が多様な自然情報を生きた知恵に変えていくプロセスが実におもし

ろいと思いました。「ウェイ・ファインディング」というコトバを使っているのですが、そういう新たな道

を海と宇宙のなかに見出していく身体技法であるとともに、自分がどこにいて、どこからきてどこへ

行くかという方法を見出していく方法でもある。 

 

自分がどこからきてどこへいくのか。それこそが宇宙を身体化する基本なのではないか。航海者

は、自分の意識のフレームと海と空がつくる円形状の風景を重ねあわせて、自分が進んでいく航

路のうえに、循環する宇宙の動きを読み取っていきます。つまり、外的な環境の変化から内的なイ

メージを想起して、世界の流れを把握する感覚や能力を研ぎ澄ませていく。 

 

もちろん古代の航海術なので、特別なトレーニングとか観察力で得られた身体技法ですが、同時

にそれは、人間に本来備わった潜在的で普遍的な能力だとナイノア・トンプソン、航海術の達人は

指摘しています。 

 

私たちにしてみれば、大海原で海と空が織り成す円環の中心に自分が位置して、その円のビジョ

ンを使って、自分がどこにいてどこへいくべきなのかを見出していく方法は、途方もない技法のよう

に思えます。私たちはこういう身体知の経験から遠く離れてしまったように思うのですが、もしかす

ると、自分達自身でもなにかをきっかけにして、そういうことができていく可能性があるのじゃない

か。この本を読みながら、そんな印象を受けました。 

 

佐治先生は著書のなかで、ポール・ゴーギャンの「われわれはどこからきて、どこにいて、どこへい

くのか」という有名な絵をとりあげていらっしゃいました。宇宙を招きよせる人間の身体知の可能性

のことをちょっとお聞かせ願いたいですね。 

 

佐治 身体感覚として宇宙を理解するにはいろいろなレベルがあるでしょう。私はすべての人にと

って、身体感覚として宇宙を感じる最高の現象は、皆既日食だと思います。でも、これは実際にご

覧にならないとわからない。09年の皆既日食では、TV番組で有名な評論家が「イベントだと騒ぎ

すぎましたね」と言っていた。彼女は、実際には見ていない。だから、そういうことを言うわけです

ね。皆既日食の情景は、もう誰もがすべからく感動します。 

 



太陽はぎらぎらしているのに、その光がどんどんと萎えて弱くなっていく。まさにマグリットが書いた

幻想的な絵の世界。晴れているのになぜこんなに暗くなるのか。気がつくと周囲 360度がすさまじ

い夕焼けです。その上はすごい紫色、バイオレット。 

 

西をみると、夜が時速 1万 2千キロの速さで走ってくる。ものすごい勢いで昼と夜の境が走ってき

て、ナベのフタを被せられるように、バーンと夜になる。真っ暗な夜。見上げると、真っ黒な黒目が

自分を凝視している、見下ろしている。太陽を隠した月ですね。その月のまわりにはコロナ、百万

度ぐらいあるガスが光っている。ちょうど大きな一つ目がじっ～と見下ろしている感じ。 

 

空を見ると、オリオンがハッキリ見える、シリウスが見える。カノープスという全天で 2番目に明る

い星が見える。これはあってはならない、ありえない世界。こういう世界を見たときに、誰もが理屈

を越えて宇宙を感じる。 

 

そして、皆既日食が終わりに近づくと、月の山のあいだから、光のしずくが、じわっとにじみでてく

る。木の葉の先から、雨のしずくが滴るように。そして、わ一っと強烈な光の粒になります。ダイヤ

モンド・リングです。その瞬間に、光の矢が四方八方にいっせいに放たれる。いったいこの時間は

何か。時間が凍り付いている。再びゆっくり流れる。だれもがそう感じる。そういう限界現象を昔の

人が見てきて、私たちのなかに、やはり、遺伝子のなかにあるのでしょうね。 

 

このまえ、ぼくは小学校の特別授業で「どうして青空ってきれいなのか?」という授業をしました。青

空を見て汚いと思う人はいないでしょう。それは、人類の祖先がアフリカのサバンナを走り回って

いた頃の記憶かもしれない。竹村先生の言うように、遺伝子のなかに全部組み込まれて記憶が入

っていて、それが発現している。日食をみると、宇宙と人間とのかかわりを理屈を超えて感じる。 

 

天体現象は、いろいろなレベルがあるが、すべての人にとって宇宙を感じさせるものは何か。自分

とは何か、死ぬとは何か。ぼくは最初に皆既日食をみたときに、「死ぬ」ってこういうことだと思っ

た。あれは数分間ですが、死の時間です。そういうことを宇宙と人間のかかわりのなかで、感じて

いただくのが一番ですね。 

 

もうひとつは、4200 メートルの標高にあるハワイのマウナケア天文台。ぼくも委員として作るのに

関わった。あそこで星を見てください。「星ってきれい」ではなく、「星って怖い」と思うはず。砂漠の

なかで見る星も、まったく違うと思います。日本はおだやかな気候だから、七夕さんのお星様とか

いって愛でるけれど、砂漠でみる星は完全に自分の世界と違う。そういうことを体験すると、どんな

に手を伸ばしても、星は手が届かないと思うはず。そういうところへ行って、はじめてキリスト教が



わかる。正義の剣をもって、人を殺すという思想がどうして出てきたかというようなことがわかりま

す。 

 

話を戻しますと、プロフェッショナルとして物理をやっているものは、皆既日食だけでなくても、ほん

の小さなところにも宇宙を感じる。コップの水のなかに一滴シロップを垂らすと広がるでしょ。水も

シロップも小さいツブツブでできていて、ツブツブさんも一所懸命動いているなと実感する。という

のは、あれは粒でできてないと、混じりませんからね。それは物理の感覚。すごいと思う。 

 

さきほど竹村さんが茶道の話をされた。たとえば、千利休は淡い交わりと言った。それは何だろ

う。水の分子ができるのは。水素と酸素がほどよい距離のところで、ゆらゆらくっついている。共有

結合といいますが、それが淡い交わりです。だから、ぼくは茶の湯の精神は、原子、分子の世界に

似ているなと思っている。 

 

人間にとって美とはなにか。それは我々にはどうしても作れないもの。日食を起こそうとしても、起

こせない。だから日食を見ると、美しさ、畏怖を感じる。生命もそうです。組成はわかっているが、

命をつくることはできない。だから、命の存在はある意味、もっとも美しいと私は思います。 

 

伊藤 皆既日食では、太陽が突然欠けて夜のようになる。日本の神話でも天照大神が岩戸に隠

れる場面が日食を指すといわれています。世界が真っ暗になって、ほかの神々が天照を引っ張り

出すために祝祭を始める。その様子を観ようと、天照が岩戸を少し空けて姿を見せると光が戻っ

てくる。私たちはそうした神話と宇宙の結びつきのことを忘れてしまっているのですが重要ですね。 

 

佐治 仰るとおりです。神話は私たちにいろいろなことを教えてくれる。天体現象もそうですよ。コ

ーヒーのなかにミルクを一滴入れると、どういう模様ができますか。銀河ができるときのモデルそっ

くりです。銀河ができる原理が、コーヒー茶碗のなかにある。それをぼくたちは感じる。だから、自

然科学者の感性というのは「そういう小さいところにもいろいろなすごいことがあるよ」と、子供たち

に伝えていくこと。これからの理科教育の大事なことだと思います。 

 

私はもう 3つの大学を定年になった爺ですが、これからの教育においては、もっとも根源的なとこ

ろまで遡らないといけないと思っています。人間は平等だから、個を生かさないといけない。そし

て、個と個を結ぶことがいい社会をつくる。そういうことを宇宙の原理を学んだ科学者は、根源的な

宇宙の原理を使って、子どもに伝えていかないといけない。 

 



ぼくが「命のコスモロジー」というように、あえてコスモロジーや宇宙論という言葉を使っている理由

は、そういうところから言わないと科学者としてはいい加減な理論になってしまうから。その宇宙教

育の延長線上には、たぶん平和教育があるのじゃないかなと思っています。 

 

 

 

宇宙的言語をどう身体に取り入れるか 

 

伊藤 茂木さんは、人間の身体を宇宙化するひとつの方法として、さっき「鏡」のことをお話しされ

ていました。いまの佐治先生の話から、なにか思うことがおありですか。 

 

茂木 関係性のネットワークからみると、じつは自己と他者の境界はどこにあるのか、それほど明

確ではありません。たとえば、新生児は自分のカラダの範囲をじつは知りません。「ダブルタッチ」

といって、自分に自分で「触れる」と自分が「触れる」ことと「触れられる」ことを両方感じる。そのダ

ブルタッチが起きる範囲を、新生児は自分のカラダと認識していく。他者の身体を触れたときに

は、「触れる」という感覚だけが単独で生じる。我々が宇宙を別の宇宙だと思っているのは、たまた

ま宇宙についてはダブルタッチというのがないからではないか。 

 



佐治先生がさっきお話しされた皆既日食は、不完全でしたが、ぼくも鹿児島で見ました。そのとき、

ある種のダブルタッチ的な感触が生じた気がします。我々が月を動かし、太陽を隠したわけではな

いけど、何か我々の地球の運行と関わるようなアクションがフィードバックされて、宇宙へ、月へ向

く、そのとき、あたかも自分とかかわりがあるものとして、太陽、月を認識できるような感じです。日

食を見て、自分の身体感覚が拡大していくような感覚を持つんだな、と確かに思いました。 

 

もうひとつ、脳を考えるときに大事な問題として「言語」があります。今日はあまり時間がないので

話せないが、脳内に「ミラーニューロン」があって、鏡のように自分と他者を映し合う。脳中に「鏡」

があるんですよ。これは最初にサルで見つかったが、人間の脳のミラーシステムは言語の動きで

す。前頭葉の左側にある領域が鏡のシステムになっている。鏡と言語はたいへん深い関係にあ

る。 

 

身体感覚を拡張する手続きについては、脳は厳密なメカニズムを定めている。そうじゃないと勝手

にいろいろなものを身体だと思ってしまうからです。だけど、言語は人間の自由な進化を支えてい

る。さっき伊藤先生は、ヨーロッパの美術史を面白く紹介してくれたのですが、我々はなぜ日本に

いてヨーロッパの美術史が語れるかというと、言語で自由に語れるからです。 

 

言語の自由と身体の自由。この間に引き裂かれているのが我々で、そのことを考えることが今日

の問題になっている、宇宙と自分の身体、宇宙的言語をどう自分の身体に取り入れるかという問

題と関わると思います。 

 

もうひとつ最後に申し上げたいのは、脳科学をやっていて、非常に面白いのは「生命の問題」で

す。生命科学は、理論的にはわからないがうまくいっていることが多いんです。たとえば、山中伸

弥博士の iPS細胞は、なぜ遺伝子を導入すると iPS細胞になるかわからない。多細胞クローンに

しても試験管ベビーにしても、なぜうまくいくのか、わかっていない。脳もそうです。創造性のメカニ

ズムをいろいろ研究していますが、なぜ新しいことを思いついたりできるのか。言語を調べてい

て、なぜそれが理解できるのかわからない。理論的にはわからないがうまくいっていることが、生

理現象とか脳とかには多いということです。だから、創造性の話は、理論家は最後まで追いつけな

いのではないか。ぼくも理論家の一員ですが、かなり肩身が狭いですよ(笑) 

 

物理学者のエルヴィーン・シュレーディンガーが『生命とは何か』という、たいへん面白い本を書い

ています。また、ヒトゲノム計画はすでに達成されて、3万の遺伝子がわかっている。でも、まだ生

命のことはなんにもわかってない。わからないけど、オレたちはこうして生きているわけでしょ。今

日は皆さん、これからビールとかワインとか飲むわけでしょ(笑)。 



 

 

 

人間本来の全体性や多様性の回復へ 

 

伊藤 茂木さん、ありがとうございました。では、最後になりましたが、竹村さんにしめくくっていた

だければと思います。 

 

竹村 いま芸術系の大学で教えています。感覚や感性で仕事をする若者たちを教育する場です

が、五感を使うどころか一感、つまり視覚に集中しているように感じます。ぼくらの日常の情報処

理が圧倒的に視覚中心になってしまった。近代以降のプロセスのなかで、本来はマルチメディアな

人間が、一感人間になってきた傾向が顕著です。 

 

言葉にしても、かつての音読文化を離れて、この 200年ぐらいのあいだに黙読の習慣が広がって

いき、非常に視覚優位になっていった。ぼくらは本来のマルチメディア性をぜんぜん生かしてない

世界経験になっている。機能的な社会を作ったかもしれないが、本来の可能性を生かした人間ら

しい社会を作るという点では、欠落した社会になっているのではないか。 

 



そうしたなかで、ぼくらは自分の全体性や多様性をどう回復していくか。これまでも、100年前のバ

ウハウスの人たちとか、いろいろな段階でそれぞれに考えたと思うが、どういう全体性や多様性を

新たに見つけ、デザインしていくか。それが課題だと思います。 

 

都会で育ってきた人間でも、細胞のなかにラディカルな遺伝子はもっているはず。高齢化社会でも

ワクワクする時代にできるのではないでしょうか。 

 

 

 

触れる地球(Tangible Earth) 

さまざまな地球の姿を伝える"デジタル地球儀" 

 

観季館ホールに展示された「触れる地球」は子どもたちだけでなく、大人にも大人気で、いつもたく

さんの人に囲まれています。輝く地球の表面に手を触れて、圧すように力を加えていくとぐるりんと

回ります。インターネットと接続されて、宇宙、世界の情報を表面に映します。現在の地球の姿、台

風の発生メカニズム、地震発生の様子、地球温暖化シュミレーション、クジラの回遊の様子など、

地球のいろいろな情報が手に取るようにわかります。竹村真一先生はみんなの質問に答えて、何

度も機能を見せたり、操作を説明してくださいました。 

 



URL:http://www.tangible-earth.com/ 

 

 

 

夜の交流会 影絵芝居「婚姻」上映会  

 

18時から開催された「夜の交流会」では、ストラヴィンスキー音楽による、バレエ「婚姻」Les Noces

の、オスカー・シュレンマー構想による「影絵芝居」=スライド・ショーと、混声合唱とピアノによる、オ

リジナル脚本の世界初演のドキュメント映画が上映されました。「この映画は、1927年から 28年

にかけてオスカー・シュレンマーによって、アスコーナで構想されました。物不足の時代において、

シュレンマーはスライド・プロジェクターを使った上演形式を創案。結局、祖父の存命中は実現でき

なかったのですが、2005年にストレーサで小さな音楽会が開かれ、構想から 77年ぶりに世界で

初めて上演することができました。お見せする作品は、2006年にスイスのバーゼルで上演したも

のです」(ラマン・シュレンマー)。 

http://www.tangible-earth.com/


 

 

 

上演が終わって、ゲストの皆さんが会食と歓談をひとしきり楽しまれた頃、能楽師・安田登さん、能

楽笛方・槻宅聡さん、コンテンポラリーダンサー・楠美奈生さんが登場。「婚姻」へのオマージュが

捧げられます。安田さんは最初に「婚姻」とのコラボレーションとして「高砂」を謡い、さらに夏目漱

石の『夢十夜』から第三夜、第一夜を舞われました。「こんな夢を見た…」。横笛の響き、幽玄な物

語が高原の夏の夜を攫うような不思議なひととき。最後は安田さんの導きで、全員で「高砂」を賑

やかに謡って、シュレンマーと能と歓談の宴は閉じられました。 

 



 


